
こども園関係者評価委員会 会議録 

 

日 時   令和 7年 2月 21日(金)  午後 1時半～ 

・保護者アンケート           ※資料参照 

・福祉サービス第三者評価      ※資料参照 

・「ソニー幼児教育支援プログラム」審査結果について 

～「奨励園」受賞について報告   

・保幼小連携・接続について 

 ～園の取り組みについて報告 

 

〈 評価委員と園との意見交換 〉 

① 小学校との接続・連携について 

8月のこども園の実践交流会に参加し、様々な環境に主体的に関わる中で、友だちとコミュニケーションをとっ

たり、文字や数の獲得をするなど遊びを通して、文字や数に触れ学んでいることを知ることができました。小学

校生活にスムーズにつなげていけるよう、来年度もしっかり交流していきたいと思います。(小学校) 

 

小学校の見学会では、これまでのように、じっと見ているだけでなく、小学生と園児がふれあいをしたり、年間を

通して関わる回数を重ねることで、子どもたちの期待が高まり、小学校生活に見通しを持つことができました。

(こども園) 

 

秋のテーマパークに招待してもらい、一年生と交流を楽しみました。小学校のお兄さんたちが作っている姿を

見て、“ぼくたちもやりたい”と早速、園に帰ってゲームコーナーを作る姿がみられました。小学生との交流が子

どもたちにとって、憧れや刺激となっていました。 (こども園) 

 

小学校との接続については、園でしっかり取り組んでいただいていることが土台となっており、小学校ではゼロ

からのスタートではないと考えています。(小学校) 

 

駅家小学校は、学校目標を“自分で考えて行動する”と目標にかかげて日々取り組んでいます。園児に学校

のことを分かってもらうには、どうしたらいいかな？となげかけ、生徒自ら考え主体的に準備を進めてきました。

新一年生の立場に立っていろいろ考えながら準備することができたのでよかったです。(小学校) 

 

② 地域の人との交流がなくなってきているように感じます。また、食育について、どのように伝えていますか。 

→地域のイベントに参加することはなくなってきていますが、バラの挿し木を教えてもらったり、陶芸を一緒に

作るなど様々な体験を通して交流をはかっています。 

→食育では、菜園で野菜を育てたり、収穫した野菜で子どもたちと一緒にクッキングをして楽しんでいます。 

 

③ 保護者の交通マナー(園の西側市道を猛スピードで走る保護者がいて危険)が町内で話題となっている。 

(町内会) 

 →園だより等で毎月、交通マナー遵守を保護者へ啓発しています。 

 

次回 令和 7年 6月頃予定 


